
国語 社会 算数・数学 理科 英語
５年 48.5 47.3 49.0 49.3
６年 49.4 48.8 49.2 50.5
７年 47.9 51.9 51.3 50.8 52.3
８年 51.8 49.5 48.8 50.1 48.2
９年 47.6 50.2 42.6 47.6 45.6

国語 算数・数学 英語 理科
６年 77.0(+9.3) 68.0(+4.6)
９年      54.0(-4.1)  41.0(-11.5)

国語 社会 算数・数学 理科 英語
５年 63.0(-1.6) 66.8(+5.0) 69.3(+3.７) 65.1（+0.1）
７年 65.3(+2.4） 　63.1（+10.7） 52.8（+4.0） 58.9（+1.0） 65.5（+6.7)
８年 71.4(+5.1） 55.8（+8.8） 56.6（15.7） 56.0（+3.6） 56.6(+3.8)

家庭学習の達成目標

読書年間目標冊数

家庭との連携
１　「東郷チャレンジウィ－ク」を通して、家庭学習の習慣をより一層定着させ、学力の保持に努
　める。
２　家庭学習の様子について、学級通信や学年・学級ＰＴＡの話題として取り上げる。

１　９年間の連続性のある一貫
　した指導で、基本的な学習習
　慣を身に付けさせ、児童生徒
　に学習内容を定着させる。
２　９年間で児童生徒を育てる
　義務教育学校に勤務する使
　命感や職責感を高めた教職
　員集団で、児童生徒の学力
　向上を目指す（責任をもっ
　て次学年に進級させる学年
　づくり）。
３　コミュニティ・スクールとして、
  学校教育に協力的な東郷地
  域の教育環境を生かし、地域
　とは教育活動の連動を、家庭
　とは家庭学習の習慣づくりの
　連携を図る。

２　Ｒ６全国学力・学習状況調査結果　　　※  （　）内は全国との比較

３　Ｒ６鹿児島学習定着度調査結果　　　　※  （　）内は県との比較

４　家庭学習時間達成者の割合…全校平均：87.8％
５　アンダーアチーバー…20%を超える学年が１学年
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授業の充実 確かな授業づくり推進プラン

【学習の基盤となる学級づくり】
　①　授業において、教師・友達からの承認・称賛を得られる場を設定していく。
　②　望ましい姿や向上的変容に対するＫＲ情報の提示による肯定的評価を行う。(例:うなずく、同意)
　③　互いの考えを自由に述べ合うことのできる受容的雰囲気づくりを行う。
          (例:笑顔、体の向き、視線)
【児童生徒に力をつけられる授業の展開】
　①　諸学力調査の結果分析で明らかとなった課題は、授業を通して解決していく。
　②　「北薩の授業づくり３ポイント」、「学びの羅針盤」等を活用を通して、学習者主体の授業への転
　　換を目指す。
　　ア　「まとめ」から授業をデザインし、「めあて」との整合性を図る。また、１単位時間内で完結する授
　　　業づくりを行う。
　　イ　発問に対して思考・判断した自分の考えを、ペアやグループ活動を通して他者に表現する場を
　　　設定する。
　　ウ　思考の流れに沿った構造的な板書計画や学習内容を可視化できるノート指導に努める。
　　エ　教師主導型（講義型）の授業からの脱却を図り，児童生徒が自ら学び方を選択できるような授
　　　業づくりを行う。
　　オ　１単位時間及び単元全体の学習内容を振り返る場を設定し、学習内容の確実な定着を図る。
　　カ　ＩＣＴを効果的に活用し、個別最適な教育の推進を図る。
　
【重点課題・過去問題への計画的な取組】
　①　「作業化」を通して、意識の焦点化・情報の関連付けを図る。
　②　重点課題（かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム）の取組を確実に実施する。
　③　過去問題(全国学力学習状況調査・鹿児島学力学習状況調査）…担任・教科担任とで問題取組
　　計画を立案し、実施する。
　④　５教科部会を実施し、実施結果を踏まえた改善策を検討・実施する。

学力検査の達成目標

学年×１０分＋３０分以上

児童生徒の学力を向上させる授業設計をする。

全校体制による指導

１　「９年間で育てる」ための学力向上の共通実践
　☛ 「協働授業の実施」と「教科担任制の研究」 　   　　　☛  東郷学園「学習のきまり」と「学習の手引き」の活用
  ☛ 一単位時間内での知識・技能の定着を図る時間の設定　　　　　　　　☛ 学びの実感に向けた、「振り返り」の実施
  ☛ 見せ合い、学び合い（相互授業参観）による授業力向上、児童生徒の実態把握と連携
　☛ 肯定的な評価及び豊富なＫＲ情報の提示による児童生徒の自己肯定感・非認知スキルの醸成
　☛ 朝・帰りの会での「30秒スピーチ」の実践と指導（表現力の育成）
  ☛  読書活動の推進（「読み聞かせ」や「音読」などの多様な読書活動の推進）☛　全学年・教科における読解力向上のための共通実践
２　補充指導
　☛ 単元終了時における演習問題（かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元別評価問題・全国学力学習状況調査・鹿児島学力学習状況調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査の過去問題・アシストシ－ト）の活用
　☛ 「『やればできるを実感』１００点チャレンジ」の実践（前期：単元テスト、後期：訂正ノートや各教科でのテストで実施）
３　家庭学習の充実
　☛ 家庭学習目標時間達成者率「90％以上」の達成
　☛ 学校だより・学級通信等の各種広報紙による、家庭学習状況の保護者への周知

  1・2年生…170冊
  3・4年生…100冊
  5・6年生… 80冊
  7・8年生… 50冊
     9年生… 30冊

内容

１　標準学力検査（ＮＲＴ）に
　おいて、「平均偏差値52.0」
　「ｱﾝﾀﾞｰｱﾁｰﾊﾞｰ４」を達成す
　る。
２　全国学力学習状況調査
　においては、各教科通過
　率全国比＋５ﾎﾟｲﾝﾄを達成
　する。
３　鹿児島学力学習状況調
　査においては、各教科通
　過率県比＋５ﾎﾟｲﾝﾄを達成
　する。

基本姿勢

令和７年度：東郷学園の学力向上アクションプラン
重点目標 実践事項

学
力
の
実
態

１　Ｒ６標準学力検査（NRT)の結果

自ら学び、考える子
を育てる

学業指導の徹底
①学習のしつけの定着（学習のきまり・ノーチャイム）
②主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
③自主的に学ぶ姿勢の確立（課題と自主学習）


